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	スライド 1: 研究史『進化するブランド』その後 私たちは、 自分たちがいる“この世界”を どのように、人に伝えればよいのか？
	スライド 2: 「うちらしくない」という判断が通用する〈場〉 “世界”
	スライド 3: 「この世界」を記述するのに 適している言語用法は 中動態！
	スライド 4: 日本では、 「自分が今いる“世界”」を、そのまま 伝えるべく、文芸が発達した
	スライド 5: ブランドを基軸に成り立つ 〈世界〉のありようは、 どのように、伝えたらいいのだろうか？

